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持続可能な開発目標（SDGs）

あらゆる場所あらゆる形態の貧困
を終わらせる

すべての人々の、安価かつ信頼で
きる持続可能な近代的なエネル
ギーへのアクセスを確保する

気候変動及びその影響を軽減する
ための緊急対策を講じる

飢餓を終わらせ、食料安全保障及
び栄養の改善を実現し、持続可能
な農業を促進する

包摂的かつ持続可能な経済成長及
びすべての人々の完全かつ生産的
な雇用と働きがいのある人間らし
い雇用（ディーセント・ワーク）
を促進する

持続可能な開発のために、海洋・
海洋資源を保全し、持続可能な形
で利用する

あらゆる年齢のすべての人々の健
康的な生活を確保し、福祉を促進
する

強靭（レジリエント）なインフラ
構築、包摂的かつ持続可能な産業
化の促進及びイノベーションの推
進を図る

陸域生態系の保護、回復、持続可
能な利用の推進、持続可能な森林
の経営、砂漠化への対処ならびに
土地の劣化の阻止・回復及び生物
多様性の損失を阻止する

すべての人に包摂的かつ公正な質
の高い教育を確保し、生涯学習の
機会を促進する

国内及び各国家間の不平等を是正
する

持続可能な開発のための平和で包
摂的な社会を促進し、すべての
人々に司法へのアクセスを提供し、
あらゆるレベルにおいて効果的で
説明責任のある包摂的な制度を構
築する

ジェンダー平等を達成し、すべて
の女性及び女児のエンパワーメン
トを行う

包摂的で安全かつ強靭（レジリエ
ント）で持続可能な都市及び人間
居住を実現する

持続可能な開発のための実施手段
を強化し、グローバル・パート
ナーシップを活性化する

すべての人々の水と衛生の利用可
能性と持続可能な管理を確保する

持続可能な消費生産形態を確保す
る
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生物資源環境科学科の教育研究分野・研究テーマ
教育研究分野 主な研究テーマ 教員氏名 頁

栽培学

・水欠乏、過湿、高温などの環境ストレスに対する植物の耐
性機構に関する研究
・環境ストレスを軽減する栽培管理に関する研究
キーワード：	コムギ、酒米、環境ストレス、高品質化技術、

地域の農業

荒木　英樹 5

生物環境
情報工学

・画像による植物生体情報解析
・植物生産における光環境制御
キーワード：	AI、クロロフィル蛍光、光合成、スマート農

業、デジタルファーミング、分光反射

荊木　康臣 6

植物病理学

・植物病原体感染のメカニズム解析
・植物病の診断・防除技術に関する研究
キーワード：	植物病原細菌、植物ウイルス、エフェクター、

タンパク質間相互作用、病原体検出技術

北沢　優悟 7

果樹園芸学

・果樹における諸形質の遺伝と育種への利用
・果樹における機能性成分に関する研究
キーワード：	カンキツ、自家不和合性、機能性成分、未熟

果、有効活用

金　　貞希 8

施設園芸学

・植物工場における植物の生理機能の評価とモデル化
・未利用資源を活用した省エネルギー・低コストな栽培環境
制御法の開発
キーワード：	施設栽培、植物工場、環境制御、モデル、廃資

源利用

佐合　悠貴 ９

植物病理学

・植物-病原菌相互作用の分子メカニズムに関する研究
・環境負荷の少ない植物病害防除法の開発
キーワード：	土壌伝染性植物病原菌、植物病害防除、病原性

進化、エフェクター、フザリウム

佐々木一紀 10

野菜園芸学

・	植物遺伝資源を利用した高収量・高付加価値品目の新規創
出
・野菜の遺伝子分析と品種改良
キーワード：	生物資源、オミクス統合解析、光環境調節、機

能性代謝物、病害抵抗性品種

執行　正義 11
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生物資源環境科学科の教育研究分野・研究テーマ
教育研究分野 主な研究テーマ 教員氏名 頁

気象学

・降水雲および降雪雲内の雲物理学的直接観測研究
・降水・降雪現象と農業気象災害に関する研究
キーワード：	豪雨、高層気球観測、観測機器開発、雲物理、

気象災害軽減

鈴木　賢士 12

作物学

・作物の多収性・高品質性についての生理生態学的解析
・高付加価値生産・持続的作物生産のための作物栽培体系の
確立
キーワード：	多収栽培理論、環境保全型農業、地産地消、コ

ムギ・オオムギ、農学

高橋　　肇 13

昆虫学

・アジアにおけるシロアリの多様性維持に関する研究
・カメムシ天敵の卵寄生蜂に関する研究
キーワード：	シロアリ、害虫防除、生物多様性、分類、カメ

ムシ卵寄生蜂

竹松　葉子 14

環境土壌学

・副産物石膏の農業的利用
・酸性化資材による植生制御に関する研究
キーワード：	副産物石膏、酸性化資材、外来植物、在来植

物、土壌教育

藤間　　充 15

応用動物生態学
・動物の生態と獣害防除に関する研究
・地域個体群の遺伝的多様性
キーワード：イノシシ、シカ、クマ、ヤマネ、イワナ

細井　栄嗣 16

植物育種学

・植物の耐乾性および節水機構の分子的解明
・耐乾性および節水性機構を保持した新規作物系統の育種
キーワード：	環境ストレス耐性、コムギ、アブシシン酸、代

謝物、QTL解析

妻鹿　良亮 17

土壌化学

・土壌有機物（腐植物質）の生物分解に関する研究
・石灰岩台地土壌の生成機構に関する研究
キーワード：	炭素循環、微生物分解、土壌生成、秋吉台、土

壌鉱物

柳　由貴子 18
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生物機能科学科の教育研究分野・研究テーマ
教育研究分野 主な研究テーマ 教員氏名 頁

有機化学

・生理活性物質（フェロモン、アレロケミカルなど）の探索
および有機合成に関する研究
・香りの発生メカニズムとその生理的役割に関する研究
キーワード：	香料、機能性、天然有機化合物、合成、医薬・

農薬

赤壁　善彦 19

分子微生物学

・病原微生物の付着と定着のメカニズム
・微生物間のコミュニケーションとその応用
キーワード：	微生物の付着と定着、バイオフィルム、微生物

コミュニケーション、口腔細菌、クオラムセン
シング

阿座上弘行 20

食品機能化学

・昆虫食の健康機能性評価
・	アンチエイジングと寿命延長を目指したシロアリの長寿命
解析
キーワード：	寿命延長、老化抑制、活性酸素、抗酸化システ

ム、昆虫食

井内　良仁 21

生体反応化学

・金属タンパク質の機能解析
・反応機構に基づいた酵素機能の改変
キーワード：	ヘム、鉄、フラボン、スチルベン、酸化還元、

配糖化、メチル化

小崎　紳一 22

発酵生理工学

・微生物の発酵生理学と代謝工学
・微生物を用いた有用物質生産
キーワード：	酢酸菌、大腸菌、コリネ菌、膜結合型酵素、代

謝、発酵

片岡　尚也 23

植物生理学

・ゲノム倍数化が植物の成長・生殖に及ぼす影響の解析
・核内倍加が関わる植物細胞の成長制御機構の解明
キーワード：	ゲノム倍数化、核内倍加、染色体、減数分裂、

バイオイメージング

菊池　涼夏 24

生体分子科学

・植物プラスチドにおける同化系代謝統御メカニズムの解明
・プラスチドの還元力供給システムの機能分化戦略の解明
キーワード：	光合成、代謝、タンパク質、酵素、マラリア原

虫

木股　洋子 25

微生物機能学

・微生物の特異な代謝機構
・微生物の代謝とロバスト性に関する研究
キーワード：	微生物機能、異種遺伝子の機能的発現、エネル

ギー代謝、ロバストネス、バイオインフォマ
ティクス

高坂　智之 26
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生物機能科学科の教育研究分野・研究テーマ
教育研究分野 主な研究テーマ 教員氏名 頁

植物代謝生化学

・植物香気成分の生成機構の解明
・植物内在性基質を利用した代謝工学による有用物質の生産
キーワード：	植物特化代謝、生合成経路、酵素の機能解析、

花香成分、植物バイオテクノロジー

肥塚　崇男 27

ゲノム微生物学

・地下生命圏における微生物の生理生態学
・微生物の温度適応メカニズムの解明
キーワード：	好熱菌、好冷菌、広温菌、環境応答、微生物ゲ

ノム

佐藤　　悠 28

食品微生物学

・耐熱性微生物の適応機構の解析
・食品の発酵に関わる微生物のゲノムの特徴解析
キーワード：	ゲノム解析、乳酸菌、耐熱性酵母、環境適応、

分類

前野慎太朗 29

植物生化学・
生理生態学

・植物が代謝によって獲得する生理生態学的環境適応戦略の
解明
・作物が作り出す機能性物質の代謝経路の解明とその応用研
究
キーワード：	みどりの香り、生態系の香り、香り生合成、プ

ラントトーク、植物化学

松井　健二 30

植物分子生理学

・植物の抗酸化防御機構の研究と応用
・食品中のアルデヒド解毒成分の探索、同定、応用
キーワード：	環境ストレス耐性、抗酸化物、活性酸素、酸化

還元シグナル

真野　純一 31

神経筋生理学

・哺乳類神経筋システムの適応メカニズムに関する生理・生
化学的研究
・神経筋の加齢変化抑制のための運動刺激に関する研究
キーワード：	筋細胞、脊髄運動ニューロン、収縮特性、代謝

特性、遺伝子発現

宮田　浩文 32

応用微生物学

・微生物の代謝と酵素に関する研究
・細胞膜で働く酵素複合体に関する研究
キーワード：	膜タンパク質、酵素複合体、酵素反応場、機能

発現、タンパク質分泌

藥師　寿治 33

環境微生物学

•	サンゴに共生する微生物の機能解明
•	サンゴの白化現象に関連したストレス応答機構の解明
キーワード：	細胞内共生、ストレス応答、地球温暖化、サン

ゴの白化現象

湯山　育子 34
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Facebook「荒木研究室」で日常の活動を報告中！

栽培学研究分野栽培学研究分野
Agronomy

荒木　英樹（ahide@yamaguchi-u.ac.jp）

　栽培学研究分野には、作物の成長のしくみ（生理）や生産物を作るためのしくみを明ら
かにし、栽培や育種に役立てるという役割があります。栽培学研究分野では、私たちの食
糧となるイネ、コムギ、ダイズを主に対象として、不良環境の中でも高品質な生産物がた
くさん収穫できるようにするために、環境ストレスに対する作物の反応を明らかにすると
ともに、それを生かして新たな栽培技術を作り出すことを目標に活動しています。

研究テーマ
　１．環境ストレス条件下でのイネ、コムギ、ダイズの高品質・多収栽培
　２．環境ストレス条件下での根や根系の役割
　３．アフリカの稲作振興に関わる栽培技術の開発
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生物環境情報工学研究分野生物環境情報工学研究分野
Bio-environmental Information Engineering

荊木　康臣（ibaraki@yamaguchi-u.ac.jp）

研究テーマ
　１．画像を用いた植物生体情報解析
　２．光環境制御による病害防除
　３．光環境制御技術の知識ベース化

　生物環境情報工学研究分野では、植物の生育と環境要因の関係を調べ、その知見を植
物生産に生かすための研究を行っています。特に、植物組織培養、苗工場、植物工場、
CELSSなどの環境制御型植物生産において、最適な環境を実現するために、植物からの
情報の取得およびその利用法について研究しています。その対象は細胞レベルから群落レ
ベルまで多岐に渡り、植物を観る（センシングする）技術、植物生育環境を制御する技術
に関する研究を行っています。
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植物病理学研究分野植物病理学研究分野
Plant Pathology

北沢　優悟（ykitazawa@yamaguchi-u.ac.jp）

研究テーマ
　１．細菌性エフェクターが認識する宿主因子の解明
　２．植物病原体の診断・検出技術の開発
　３．植物ウイルスを利用した研究ツール開発

　植物病は世界中の農業生産に大きな被害を与えており、実に1割以上の食料が植物病に
よって失われていると推定されています。植物病の被害を抑えるためには、病原体がなぜ
植物に感染し病気を引き起こしてしまうのか、その仕組みを解明することが重要です。本
研究室では、主に植物病原体が分泌するエフェクターが宿主植物へ与える影響を解析する
ことで、病原体の発病メカニズムの解明に取り組みます。また、植物病原体の診断・検出
技術を開発することで、農業現場での被害抑止に貢献することを目指しています。
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果樹園芸学研究分野果樹園芸学研究分野
Fruit Science

金　貞希（kim@yamaguchi-u.ac.jp）

研究テーマ
　１．果樹における諸形質の遺伝と育種への利用
　２．果樹における機能性成分に関する研究
　３．無農薬の加工用ブドウの育種

　果樹園芸学研究分野では、未開発植物資源の探索・導入・評価や、有用形質を有する新
規園芸作物の育種・栽培法の確立に関する研究を行います。例えば、単純な交雑育種に頼
るだけでは新規作物の育成が困難な場合、交雑不和合の原因解明や、組織培養や分子マー
カー選抜を援用した有効な育種技術の開発などが研究テーマとなります。また、商品価値
のないものの、機能性成分を多く含まれている未熟果の有効活用法の探索等も同時に行っ
ています。



9

施設園芸学研究分野施設園芸学研究分野
Protected Horticulture

佐合　悠貴（sago@yamaguchi-u.ac.jp）

　施設園芸（グリーンハウス）は、温度や湿度、光などの栽培環境を制御することによっ
て作物の収量や品質を高めることを目指した栽培方法です。近年では、周年をとおして計
画的に生産することを目指した植物工場も開発されています。
本研究室は、より収量や品質の高い野菜の生産技術の開発を目指して、施設園芸や植物工
場における環境制御について研究しています。そのために必要な植物の生理機能と環境と
の関係を、植物生体計測や環境計測などの手法を駆使して解明します。

研究テーマ
　１．根の養水分吸収に対する栽培環境の影響の評価
　２．植物工場における高品質野菜の生産
　３．他産業から排出される未利用資源を利用した植物栽培
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植物病理学研究分野植物病理学研究分野
Plant Pathogenic Microbiology

佐々木一紀（sasaki@yamaguchi-u.ac.jp）

研究テーマ
　１．Fusarium oxysporum f. sp. cepaeの病原性因子の解明
　２．ヘミバイオトロフ植物病原菌に共通するエフェクターの解析
　３．レンコン腐敗症の原因菌の解析と防除

　植物病理学研究分野では、土壌伝染性植物病原菌が、どのようなメカニズムで植物に感
染し、病気を引き起こしているのかを解明しています。特に、ネギとタマネギに感染し、
大きな被害をもたらしているFusarium oxysporum f. sp. cepaeという病原菌の病原性
因子について研究を行っています。さらに、病原菌が植物に感染するために病原性をどの
ように進化させたのかを研究しています。植物病原菌の病原性因子や病原性進化といった
基礎的研究を行うことで、新たな病害防除技術の開発や耐病性品種の育種に役立てたいと
考えています。
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研究テーマ
　１．野菜のバイオリソースの整備と特性評価
　２．ネギ属バイオリソースを用いたオミクス統合解析のタマネギ育種への応用
　３． 新規植物育成技術「Shigyo法」の原理解明：赤青の交互照射に対する植

物の応答

野菜園芸学研究分野野菜園芸学研究分野
Vegetable Crop Science

執行　正義（shigyo@yamaguchi-u.ac.jp）

野菜園芸学研究分野では、野菜の品種改良と栽培に関する基礎的研究を行っています。
我々は、地球上からなくなりつつある野生種や在来品種を収集・維持し、地球温暖化に

より発生する未知の病害に対する抵抗性をもつ素材の供給元となるバイオリソース（生物
資源）を整備しています。また、他の研究機関にはない特殊なリソースである染色体添加
系統、核・細胞質置換系統や倍加半数体系統を保有し、これらの系統を介して温暖化に対
応できる新品種の育成に係わる技術開発を行なっています。さらに、リーフレタス等の葉
物野菜において、LEDを用いた光照射試験を行い、高速栽培法「Shigyo法」の開発に成
功しました。
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研究テーマ
　１．固体降水粒子の鉛直分布と水の集中化プロセスに関する観測研究
　２．降水粒子測定のための新しい気象観測機器の開発研究
　３．衛星リモートセンシングの地上検証に関する研究

気象学研究分野気象学研究分野
Meteorology

鈴木　賢士（kenjis@yamaguchi-u.ac.jp）

　気象学研究分野では、地球規模の水循環モデルの構築、地球温暖化や気候変動予測、天
気予報の精度向上、水資源管理、農業生産性予測などに密接に関連する「降水現象」につ
いて、雲の中の小さなスケールに注目して、観測的なアプローチで研究を行っています。
特に、毎年にように災害が報告される集中豪雨やゲリラ豪雨をもたらす降水雲内の水の集
中化メカニズムの解明を目指して、梅雨から冬季の降雪まで、現場で現象を直接観測し、
真理を探究しています。
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研究テーマ
　１．11月に播種する山口のコムギをもっと早く播種する研究
　２．西日本生態型品種の特性を導入して北海道の温暖化対策とする研究
　３．山口県の地産地消パン用コムギ品種「せときらら」をおいしくする研究

作物学研究分野作物学研究分野
Crop Science

高橋　肇（tadashit@yamaguchi-u.ac.jp）

　作物学研究分野では、コムギを研究材料に「どうしたら収量を高められるか？」「どう
したら品質を高められるか？」「どうしたら楽に楽しく栽培できるか？」といったことを
明らかにします。コムギという作物をよく調べ、これをとりまく環境との関わりを調べま
す。実際に畑でコムギを栽培し、収穫して収量を調べるとともに、植物体を顕微鏡の下で
分解して生育の様子を調べたり、窒素などの化学成分を分析したりします。収穫したもの
を小麦粉にしておいしいパンが焼けるかどうかも調べます。コムギ・パンの地産地消を目
指しています。
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研究テーマ
　１．社会性昆虫の生態と生物間相互作用の解明
　２．シロアリの生態的多様性と種多様性
　３．生物的防除における天敵の有効利用

昆虫学研究分野昆虫学研究分野
Entomology

竹松　葉子（takematu@yamaguchi-u.ac.jp）

　昆虫は、我々の生活や自然環境に深く関わっています。昆虫学研究分野では、昆虫を介
した人と自然環境の関わりを、「生物多様性維持」と「害虫防除」の二つの側面から研究
し、地球環境の保全をめざします。特に、昆虫の生態と種間・個体間相互作用、およびそ
れらの害虫防除への応用、森林生態系における昆虫の多様性と機能、農業生態系における
天敵昆虫の役割について研究しています。
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研究テーマ
　１．工業副産物石膏の農業利用に関する研究
　２．土壌環境制御による在来植生の回復技術の確立
　３．肥効調節型肥料の肥効に関する研究

　食料生産を行う農業環境のみならず、それを取り巻く自然環境、さらに人間の生活環境
や都市環境にまでも様々な面で土壌と深く関わっています。また近年は、自然の植物と土
壌環境との関係が明らかにされており、適切な土壌管理が、環境を保全する上で重視され
ています。
　環境土壌学研究分野では、環境と土壌、作物の生育と土壌の関係を明らかにするために、
肥料、土壌改良資材の効果等について研究を行っています。

環境土壌学研究分野環境土壌学研究分野
Environmental Soil Science

藤間　充（mtoma@yamaguchi-u.ac.jp）
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研究テーマ
　１．西日本のニホンジカの系統関係
　２．山口県西部におけるニホンジカの脂肪蓄積様式
　３．イノシシの餌資源量と個体群動態の関係　など

　応用動物生態学とは動物の生態を研究し、得られた知識をその動物や環境を保護・管理
するために応用していこうとする分野です。遺伝的多様性から食物の栄養価、行動圏の広
さや生息地の利用形態まで幅広い研究を行っています。近年は野生動物による農林業被害
が全国的問題となっており、ここ山口でもいかにして人と野生動物の共存を図るかが大き
な課題です。研究対象は随時変化しますが、現在はシカ、イノシシ、クマ、ヤマネなどで
す。

応用動物生態学研究分野応用動物生態学研究分野
Applied Animal Ecology

細井　栄嗣（hosoi@yamaguchi-u.ac.jp）
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研究テーマ
　１．植物生理学、分子生物学的解析による形質の評価
　２．メタボローム解析による形質特異的バイオマーカーの探索
　３．新しい形質を持った作物の開発

植物育種学研究分野では、植物に普遍的に存在する一次代謝物から植物特有の二次代謝物
のプロファイルを基に、植物の形質特異的な代謝物（バイオマーカー）の合成経路を特定
し、その関連遺伝子を目標に育種を行うことで、耐乾性や節水性に優れた植物を作出する
ことを最終目標として研究を行っています。

植物育種学研究分野植物育種学研究分野
Plant Breeding Science

妻鹿　良亮（mega@yamaguchi-u.ac.jp）
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土壌化学研究分野土壌化学研究分野
Soil Chemistry

柳　由貴子（yyanagi@yamaguchi-u.ac.jp）

研究テーマ
　１．生分解に対する腐植物質の安定性
　２．酵素による腐植物質分解機構の解析
　３．秋吉台土壌の土壌生成機構の解析

　土壌は植物生育や環境調節などの機能を有しており、生命や地球環境の維持に欠かすこ
とのできない存在です。土壌化学研究分野では土壌の機能性に深く関与する土壌有機物と
生物との相互作用の研究を通して、これらの機能解明をめざしています。特に、炭素循環
への寄与を解明するため、土壌有機物の主要成分である腐植物質の生分解過程について研
究を行っています。また、山口県の誇る日本一のカルスト台地である秋吉台の土壌生成機
構の解明に関する研究にも取り組んでいます。
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研究テーマ
　１．環境（自然、生活）の香りに関する研究
　２．農林畜水産物および加工食品の香りに関する研究
　３．香りの生理的役割の解明とその応用に関する研究

有機化学研究分野有機化学研究分野
Organic Chemistry

赤壁　善彦（akakabe@yamaguchi-u.ac.jp）

　有機化学研究分野では、あらゆる香りに注目して、自然や生活環境中に放出される香り
（植物、動物、昆虫、微生物、ヒト）、農林畜水産物（野菜、果物、花、肉、魚介）およ
びその加工食品の香りを分析し、その発生メカニズムや本来持つ生理的役割（フェロモン、
アレロケミカル）を究明します。また、香りの持つ秘めた機能性（抗酸化、抗菌、疲労回
復）を発見し、応用（機能性食品、フレーバー、フレグランス、消臭）へと役立てます。
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研究テーマ
　１．病原微生物の付着と定着のメカニズム
　２．微生物の付着・定着を抑制する成分の検索と応用
　３．微生物間のコミュニケーションとその応用

分子微生物学研究分野分子微生物学研究分野
Molecular Microbiology

阿座上弘行（azakami@yamaguchi-u.ac.jp）

　微生物が動植物（宿主）に感染する場合、まずその表面に付着しなければいけません。
免疫や生体防御などの排除機構から逃れながら宿主表面に付着するために、微生物は様々
な付着因子を持っています。また、付着した後そこで定着するために、微生物同士が互い
にコミュニケーションしながら集団でバイオフィルムというものを作ることがわかってき
ました。放置した花瓶の中のぬめりや口腔内の歯垢もバイオフィルムです。微生物がどの
ようにして宿主に付着してそこで定着するのかを分子レベルで研究しています。
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研究テーマ
　１．アンチエイジング（老化抑制）食品成分の探索と評価
　２．活性酸素シグナル調節分子ペルオキシレドキシンの機能解明
　３．抗酸化能に注目した超長寿命昆虫シロアリ生殖虫の解析
　４．昆虫食の機能性評価

食品機能化学研究分野食品機能化学研究分野
Functional Food Chemistry

井内　良仁（yiuchi@yamaguchi-u.ac.jp）

　食品機能化学研究分野では、私たちの老化抑制と寿命延長の実現を目的とした研究を
行っています。未解明な事の多い老化のメカニズムについて、生体分子に酸化傷害を与え
る活性酸素と、それに対する抗酸化システムに注目し、抗酸化酵素欠損マウスやその細胞
を用いた解析を行っています。また活性酸素の傷害性（悪い面）のみならず、シグナル調
節因子としての機能性（良い面）の研究も行っています。さらに、短命な昆虫の中にあっ
て長寿命を実現したシロアリの、その仕組みについても研究しています。
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生体反応化学研究分野生体反応化学研究分野
Laboratory of Biocatalysis and Bioprocessing

小崎　紳一（ozakis@yamaguchi-u.ac.jp）

研究テーマ
　１．病原性細菌が生存に必須のヘムを菌体内に取り込む仕組みの解明
　２．酵素反応による効率的な水溶性抗酸化物質の合成方法の確立

　生体反応化学研究分野では、生命現象を化学の原理に基づいて解明し、その知見を広い
意味で人間生活に役立てるための研究を行っています。研究対象は、タンパク分子とその
機能を制御する小分子（有機化合物、金属イオン、金属錯体など）です。顕微鏡をのぞい
ても直接見ることができないナノメートルスケールのタンパク分子が、時々刻々と姿を変
えながら生体内で働く仕組みを、各種分光分析や結晶構造解析の手法などを駆使して解明
しています。
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発酵生理工学研究分野発酵生理工学研究分野
Fermentation Physiology and Engineering

片岡　尚也（nkataoka@yamaguchi-u.ac.jp）

研究テーマ
　１．産業微生物の生理学とその物質生産への応用
　２．合成生物工学的手法による有用物質生産
　３．耐熱性産業微生物による高温発酵系の開発と耐熱化機構の解析

　発酵生理工学研究分野では、酢酸菌やコリネ型アミノ酸生産菌、大腸菌といった産業微
生物を材料に、有用物質生産に関する研究を行っています。これら産業微生物は、細胞内
で行う代謝により、ビタミンC前駆体やアミノ酸を発酵生産します。この発酵のメカニズ
ムを分子レベルで解明するとともに、応用することで、効率的生産技術を開発する研究を
行っています。また、人工的に設計した代謝経路を大腸菌等に導入することで、生物が今
まで生産し得なかった物質の生産に関する研究も展開しています。
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研究テーマ
　１．ゲノム倍数化が植物の成長に及ぼす影響およびそのメカニズムの解析
　２．ゲノム倍数体植物の減数分裂を安定化する因子の探索
　３．核内倍加が関わる植物細胞の成長制御機構の解明

植物生理学研究分野植物生理学研究分野
Plant Physiology

菊池　涼夏（suzuka-k@yamaguchi-u.ac.jp）

染色体の倍化は、植物に大きな影響を及ぼします。ゲノム倍数化は、ある個体の相同染
色体のセット数が倍化して3セット以上になる現象であり、植物の種分化の主要な推進力
になったと考えられています。また、核内倍加は細胞レベルでの染色体の倍化をもたらし、
多くの場合で細胞体積増大と関連することが報告されています。本研究分野では、染色体
の倍化が植物の成長・生殖に及ぼす影響を詳細に明らかにするため、顕微鏡画像に基づく
定量解析や遺伝子発現量解析などによるアプローチを行なっています。
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研究テーマ
　１．生合成代謝への電子分配を担うタンパク質間相互作用のメカニズム
　２．タンパク質間電子伝達のメカニズム
　３．マラリア原虫が持つ植物と相同な電子供給システムの解析

　植物は、太陽光をエネルギー源として大気中の二酸化炭素や土壌中の窒素や硫黄の無機
化合物から、自らの体を構成する生体物質（タンパク質、炭水化物、核酸、脂質など）を
生合成するしくみを持っています。このしくみは光合成と呼ばれ、これにより地球上の生
物が養われています。本研究室では、このような光エネルギーで駆動される様々な生合成
代謝間のバランスが臨機応変に調節されるメカニズムを、タンパク質間の相互作用や電子
伝達の観点から原子レベルで解明する研究と、その応用研究を行っています。

生体分子科学研究分野生体分子科学研究分野
Biomolecular Science

木股　洋子（kimata@yamaguchi-u.ac.jp）
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微生物機能学研究分野微生物機能学研究分野
Functions of Microorganisms

高坂　智之（tkosaka@yamaguchi-u.ac.jp）

研究テーマ
　１．微生物の特異な代謝機構に関する研究
　２．微生物の代謝とロバスト性に関与する機能の研究

特徴的な環境に生息する微生物は特有のゲノム、つまり特異的機能遺伝子を有している
と考えられます。近年の遺伝子工学の発展によって、異種遺伝子をモデル微生物で発現さ
せ、その機能の再現や比較を行うことが可能となりつつあります。未だ解析されていない
微生物の特異的機能とそれに寄与する遺伝子の機能を明らかにするために、生理学的知見
とゲノム情報を基に、遺伝子工学を駆使してモデル微生物での機能再現を目指します。そ
のため、新たな遺伝工学技術、計算機によるシミュレーション、さらに、細胞そのものの
活用に取り組んでいます。そして、得られた知見を活用し微生物の機能拡張を目指します。
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研究テーマ
　１．新たな触媒機能を持つ植物代謝酵素の探索
　２．植物香気物質の生成、制御機構の解明
　３．植物内在性基質を利用した代謝工学による有用物質の生産

　植物代謝生化学研究分野では、多彩な生理活性を有する植物代謝物の生合成と生理機能
について調べ、その知見を有用物質生産に活かすための研究を行っています。植物が作り
出す香気成分やフェノール性化合物は生態機能性物質として知られる一方で、化粧品原料
や染め物の色素、健康補助食品として利用されているため、その生合成、制御機構の解明
は「生活の質の向上」に直結しています。植物が持つ代謝力を人為的に制御して我々の生
活に役立つ有用な植物成分を効率的に作り出す研究も行っています。

植物代謝生化学研究分野植物代謝生化学研究分野
Plant Metabolism and Biochemistry

肥塚　崇男（takaori@yamaguchi-u.ac.jp）
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ゲノム微生物学研究分野ゲノム微生物学研究分野
Genome Microbiology

佐藤　悠（yusato@yamaguchi-u.ac.jp）

研究テーマ
　１．異なる温度の地下水を利用した陸域地下生命圏の探索
　２．多様な温度条件に対する適応機構やストレス耐性機構の解析
　３．耐熱性などの生物機能を活用した新たな技術の開発

ゲノム微生物学研究分野では、気候変動に伴う利用可能な生物資源の変化を見据え、生
育温度の異なる微生物資源の拡充や利用促進に関する研究を行っています。例えば、さま
ざまな温度の地下水中に存在する微生物の探索と機能解明に取り組んでいます。また、す
べての微生物の生育温度情報を包括したデータベースの構築を進めており、その過程で見
出した“特殊な温度特性を持つ微生物”の温度適応機構を解析しています。さらに、微生物
の温度耐性を強化する新たな技術の開発にも着手しており、基礎から応用まで幅広く研究
を展開しています。
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食品微生物学研究分野食品微生物学研究分野
Food Microbiology

前野慎太朗（maeno.s@yamaguchi-u.ac.jp）

研究テーマ
　１．耐熱性微生物の適応機構の解析
　２．食品の発酵に関わる微生物のゲノムの特徴解析
　３．耐熱性微生物の育種

　食品微生物学研究分野では、微生物を用いた食品の製造や製品の付加価値化、および食
品残渣の２次利用を目指した研究を行っています。酵母や乳酸菌のような微生物はすでに
私たちの生活においてとても身近な微生物として知られています。私たちはそういった微
生物がおこなってきた環境適応を明らかにすることで、微生物の利用が促進されることを
目指しています。
　また中高温環境でより安定した発酵が行える微生物の取得も目指しています。微生物の
進化という基礎研究から、産業利用を目指した応用まで取り組んでいます。
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研究テーマ
　１．植物が香りを生成し、放散する仕組みの解明
　２．植物の香りが媒介する生物間相互作用の解明
　３．作物の香り特性の評価と最適化

　植物生化学・生理生態学研究分野では植物がなぜ香りを作るのか、どのように香りを作
るのかについて研究を行っています。特に、病虫害を受けた植物から特異的に生成・放散
される香りに注目し、植物自身や植物を取り巻く生物たちがこうした香り分子によって交
信している様子を紐解き、植物の香りが紡ぐ生態系という新しい見方を確立しようとして
います。この研究成果を応用することで生物多様性の保全や生態系の保護が期待できます。
また、いい香りをもつ植物由来食品を作り出すことも期待できます。

植物生化学・生理生態学研究分野植物生化学・生理生態学研究分野
Plant metabolism and physiology

松井　健二（matsui@yamaguchi-u.ac.jp）
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研究テーマ
　１．活性酸素や活性カルボニル（活性分子）の植物への作用を解明する
　２．活性分子を解毒する能力を高め、環境ストレス耐性をもつ作物を作る
　３．活性カルボニルを解毒する新しい食品成分をさがす

　植物分子生理学研究分野では、植物の環境ストレス応答のしくみを調べ、その知見をス
トレス耐性植物開発に生かす研究を行っています。私たちはストレスによって細胞で発生
する活性酸素の作用の研究から、新しい傷害因子「活性カルボニル」を発見しました。活
性カルボニルは細胞膜の脂質酸化によって生成します。現在、活性カルボニル解毒能を高
め、環境ストレス耐性をもつ植物の開発を行っています。また、活性カルボニルを解毒す
る食品成分の探索も行っています。

植物分子生理学研究分野植物分子生理学研究分野
Plant Molecular Physiology

真野　純一（mano@yamaguchi-u.ac.jp）



32

研究テーマ
　１．哺乳類運動システムの環境適応と可塑性
　２．ヒト骨格筋の加齢変化とトレーニング効果

我々の身体活動を直接支えているのは脊髄運動ニューロン（図５）と骨格筋細胞（図
９）です。この２つの細胞は、神経筋接合部（図６）を介して電気・化学的なコミュニ
ケーションをとり合い、最適な形態・機能を維持する適応力の高さを有しています。

機械化・省力化の進行する現代社会において動物としての機能を十分に維持するために、
細胞にどのような刺激を与えなければならないのか？超高齢化が進行する我が国において
は、特に深刻な課題です。共同獣医学部の協力も得て、ヒトを含む哺乳類の運動機能につ
いて研究しています。

神経筋生理学研究分野神経筋生理学研究分野
Neuromuscular Physiology

宮田　浩文（hiro@yamaguchi-u.ac.jp）
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研究テーマ
　１．酢酸菌の酸化発酵を担う酵素の解析
　２．膜タンパク質複合体の分子構築と機能発現の解析
　３．バクテリアのエネルギー代謝の解析

　応用微生物学研究分野では、酢酸菌などの有用物質を生産する微生物を用いて、その生
産に関わる酵素群の解析を行っています。その解析から得られた知見を、効率の良い有用
物質生産や新しい化合物の物質生産に生かすための研究、あるいは酵素そのものを利用す
るための研究を行っています。生命活動に不可欠なエネルギー代謝を支える膜タンパク質
複合体の役割、機能、構造に興味を持ち、生化学、分子生物学、遺伝子工学の手法を用い
て研究を進めています。

応用微生物学研究分野応用微生物学研究分野
Microbial Biochemistry

藥師　寿治（juji@yamaguchi-u.ac.jp）
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研究テーマ
　１．サンゴ共生性微生物の機能解析
　２．サンゴー褐虫藻共生成立、非成立に関わる分子機構の解明

環境中の微生物や、共生性の微生物の機能解析を行っています。主にサンゴを用いて、
その共生褐虫藻の機能解析を行ってきました。稚サンゴを使った飼育実験を実施し、異な
るタイプの褐虫藻を共生させ、その共生関係の違いを明らかにすることを試みています。
また、サンゴのストレス応答と、共生褐虫藻、共生性微生物の関係を調べ、共生体として
のストレス耐性獲得の仕組みを明らかにする研究に取り組んでいます。

環境微生物学研究分野環境微生物学研究分野
Environmental microbiology

湯山　育子（yuyama@yamaguchi-u.ac.jp）
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